
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和７年度学校評価 結果

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果

●学力の向上

○自律的な学び手を育む国語科授業づくりの推進 ○「授業において，児童が国語の学びが好きになるような
言語活動を設定できた」と80%以上の職員が回答。

・児童が国語の学びが好きになるような言語活動を設定す
る。
・低学年G，中学年G，高学年Gそれぞれでグループ研を実
施し，全職員で参観する。

A

・成果指標については，87%の職員が肯定的な回答をしていた。
・それぞれの学年Gで研究授業，授業研究会を実施し，成果と課題をまとめている。次年度は今年度の反
省を生かした校内研に取り組み，授業力の向上に努めたい。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する心、他者への思い
やりや社会性、倫理観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

○「自分や友達のよさに気付くことができた」と回答した児
童の割合87％以上

・「ぽかぽかカード」に全校で取り組み、自己肯定感の向上
を目指し、同学年だけでなく異学年の友達のよさにも目を
向ける機会をつくる。
・今年度も、善い行いをした児童を昼の全校放送で紹介し、
新栄小学校のよさ・他者への思いやりを広げる価値付けを
行う。

A

・「自分や友達のよさに気付くことができた」と答えた児童は90.1％だった。
・異学年交流がどの行事や活動でできるか意識して，「ぽかぽかカード」を書くことにつなげた。
・昼の放送強化月間を設け，６年生を中心に紹介した。

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取組の充実 ○いじめ防止等（いじめの定義、いじめの防止等のための
取組、事案対処等）について組織的対応ができていると回
答した教員90％以上

・年間計画に基づき、「いじめ・命を考える日」前後には、担
任を中心に全職員で計画的に人権教室(講話)を行う。
・月１回「にこにこアンケート」を実施し、児童の状況を把握
するとともに、いじめの早期発見・早期対応に努める。
・「子ども情報会」を連絡会等で随時行い、教職員の児童理
解を推進する。 A

・「いじめ防止の組織的対応ができている」と回答した職員は92％，「学校はいじめや命の大切さについて
考えさせる指導を行っている」と回答した保護者は93.6％で，どちらも取組の効果が見られる。
・人権教室，人権集会，いじめ０宣言（レインボー作戦）を計画的に行い，児童・保護者への啓発に努め
た。
・月１回「にこにこアンケート」や「いじめアンケート」を実施し、個別に話を聞いて児童の状況を把握したこ
とで早期発見・対応につなげることができた。
・気になることがあった時は全職員で情報を共有し，連携して対応できた。

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実現に向けて意欲的
に取り組もうとするための教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」と
回答した児童生徒８０％以上
●「将来の夢や目標を持っている」について肯定的な回答
をした児童生徒８０％以上

・４年生の「１０才感謝式」５年生「SDGS」６年生の「１２歳の
ハローワーク」と総合的な学習と関連させてカリキュラムを
開発する。
・「人・もの・ことバンク」を活用して多彩なゲストティー
チャーと関わる機会を設ける。 A

・３～６年生を中心に総合的な学習では、地域、企業、佐賀工業高校などからゲストティーチャーを招い
て、講話やワークショップ形式を通して、いろいろな職業の魅力について触れることができ、将来の夢や目
標をもつきっかけの一部となったり、佐賀を誇りに思う教育、人材の育成につながった。
・運動会では地域の方に応援合戦の点数をつけていただいたり、クラブ活動、学校行事等で日頃お世話
になっている地域の方々に手紙で渡して一緒に歌を歌ったりと、感謝の気持ちを伝えることができたので
来年度も引き継ぎ実施したい。

◎互いのよさを認め合い，生かそうとする教育活動の開発 ○低学年児童の９０％が高学年の言動を模範とし、学校生
活に生かそうとしている。
○５，６年児童の９０％が学校のリーダーとしての自覚をも
ち、生活することができる。

・月１回以上のたてわり遊び、週２回のたてわり掃除を実施
し、異学年交流を促す。
・「たてわりリーダー会」を実施し、高学年児童のリーダー
シップの在り方について考える機会を設ける。

A

・アンケート結果より、中・高学年の児童のうち94％が異学年と積極的に交流しており、低学年の児童のう
ち91％が上級生との交流を楽しいと感じていることが分かった。後期の始めにたてわりリーダー会を実施
し、下級生との関わり方を見直す時間を設けたことが、その後の良好な関わりにつながったと考えられ
る。また、高学年の児童のうち約92％が下級生の模範となるよう心掛けた行動をしており、学校のリー
ダーとしての自覚が高まっていることがうかがえる。一方で、低学年の児童のうち、高学年の言動を模範
とし学校生活に生かそうとしている割合は約85％にとどまっている。高学年はリーダーとしての自覚をもっ
て行動しているものの、その思いや行動の意図が下級生に十分に伝わっていない場面もあると考えられ
る。来年度は、高学年が下級生に声をかける場面や、手本となる行動の意味を言葉で伝える機会を意図
的に設定し、異学年交流の質をさらに高めていきたい。

●健康・体つくり

❶「運動習慣の改善や定着化」
❷「望ましい生活習慣の形成」

❶体育の授業に進んで取り組んでいる児童80％以上、授
業以外で運動やスポーツを行う時間が１週間で４２０分以
上の児童生徒65％以上
❷朝食喫食率の児童生徒９０％以上
早寝早起きができている児童生徒（起きる時刻６：３０、寝る
時刻１～３年９：００、４～６年１０：００）６０％以上

①・体育の授業を通して、児童と運動の関係を豊かにして
いく。
　・運動委員会主催のスポーツ大会を開催したりスポーツ
チャレンジを紹介したりする。
②・「新栄っ子カード」の実施
　・長期休業中の「生活習慣チェック」の実施
　・学級担任による定期的な声掛け
　・給食・保健だよりで呼びかける

B

・アンケートより、体育の授業に進んで取り組んでいる児童は92％、授業以外で運動やスポーツを行う時
間が1週間で420分以上の児童は61％、朝ごはんを食べている児童は87％、早寝をしている児童は
51％、早起きをしている児童は54％という結果だった。①授業以外の運動遊びについては、運動員会を
中心に運動・遊びの提案をしていきたい。②望ましい生活習慣については、新栄っ子カードで気になる生
活習慣の児童に声掛けを行うとともに、お便り等で保護者に啓発を行いたい。

●業務改善・教職員の働き方改
革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時間の削減 ●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上限を
遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1人当たりの年次休
暇の取得日数１４日以上

・職員会議等において業務改善案について検討し、改善可
能な業務から実施することで、時間外在校等時間の削減に
つなげる。
・長期休業中の研修日程を工夫するなど、年次休暇を計画
的に取得できる環境を整える。

B

・時間外在校時間平均４５時間超過者が２７．５％であった。来年度は更に時間外在校時間を意識した業
務改善を行う必要がある。
・「年休休暇１４日以上取得」した職員３８％、年間の平均取得日数１２日であった。来年度の長期休業中
の研修や行事等の精選、適切な授業時数の設定等を行い年休を取得できる環境を整えたい。

●特別支援教育の充実

○特別支援学級全体の連携強化と特別支援教育に関する
教員の意識の向上

○「学校が楽しい」と回答した児童の割合が85％以上

○「特別支援教育に関する児童理解の意識が向上した」と
回答した教員の割合が80％以上

・今年度も特別支援学級の中でのグループ担任制を行い、
複数の教員で児童を支援する体制をつくる。
・「子ども情報会」で、特別支援の児童に関する情報共有の
時間を設定する。
・事例研修やケース会議を行い、児童のニーズに沿った支
援ができる教員を増やす。

A

・「学校が楽しい」と回答した児童は87.7％，「特別支援教育に関する児童理解の意識が向上した」と回答
した教員の割合は100％だった。
・特別支援学級の中でのグループ担任制を行ったことで、複数の教員で児童を支援することができた。
・「子ども情報会」で特別支援学級の児童に関する情報共有の時間を設定し，職員全体で確認することが
できた。
・事例研修やケース会議を行う中で，児童のニーズに沿った支援をしようと，職員の意識を高めることが
できた。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果

○地域・保護者連携

○コミュニティ・スクール全面実施に伴い「地域に開かれた
学校」から「地域とともにある学校」および「特色ある学校」
になるように地域と一体となって子どもたちを育む

○自らの夢や目標が達成できるように学校・地域住民・保
護者と連携・協働し、それぞれの教育機能や専門性を活か
す。
〇各学年で地域人材活用９５％以上

・自己肯定感・自己有用感が高まり、他者を思いやる心も
育まれるように、地域人材を活用した体験活動（生活科・総
合的な活動等）の充実を図る。

A

・今年度初の取り組みとして５・６年生では、田植え、稲刈りを行ったり、家庭科の授業で自分で育てたお
米を炊いたり、お世話になった地域の方々にふるまったりと特色ある学校づくりとなった。１年生：公民館
での発表会、２年生：町探検、３年生：地域で活躍されている方々へのインタビュー、４年生：木工教室な
ど地域の方々と触れ合う機会が多く、充実した１年間となったため、来年度以降も地域の人材を積極的に
活用し、地域とともにある学校を目指していきたい。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・今年度、学校運営協議会（コミュニテースクール）がスタートし、地域人材や外部講師等を活用して各学年の教育活動を活性化させることができた。来年度はさらに活動を充実させ、児童に自らの夢や目標に向けて努力する意識をさらに高めたい。
・指導５部による主体的な教育活動を展開することができた。来年度は学級減にともない職員数の減少が見込まれるため、指導４部体制に組み替えて学校全体の教育力の向上を目指したい。
・時間外勤務時間については、年間360時間以内・月４５時間以内となるよう、８８％の職員が意識し勤務時間削減に取り組んだとアンケート回答している。しかしながら、担任の約半数が２０代の若手職員となっており、教材研究等で時間外勤務が多くなる傾向があ
る。更に業務改善の意識向上と具体的な取組を推進していく必要がある。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

最終評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・指導５部による主体的な教育活動の展開、協働的な学びについての研究・実践等が、若手教員の指導力向上や中堅教員の参画意識の育成に繋がり、協働体制が強化され学校全体の教育力が向上した。
・時間外勤務時間については、年間360時間以内・月４５時間以内となるよう、ほとんどの職員が意識して取り組んだとアンケート回答している。若手職員は時間外勤務が多くなっているので、全職員で働き方改革の目的を共通理解し、更なる業務改善を進めていく必要がある。
・来年度は学校運営協議会（コミュニテースクール）がスタートする。地域人材や外部講師等で教育活動全体を活性化させ、児童に自らの夢や目標に向けて努力する意識をさらに高めたい。

２　学校教育目標 ともに　たくましく　生きる　子どもの育成

３　本年度の重点目標

①指導５部【こころ部・まなび部・そだち部・なかま部・ちいき部】の主体的な教育活動の展開

②心身ともに健康でたくましい児童の育成と、異年齢集団活動の定着による機能的な集団づくりの実現

③主体的に学習に取り組む子どもを育てる指導法の模索と地域や保護者との協働による「子どもが育つ」学校づくりの実現

学校名 佐賀市立新栄小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●心の教育

最終評価


